
「ピアノは歌詞の無い歌、無言歌のようなものだ。
背景にあるものをすべて自分の内に蓄積して、

それが血となり肉となって、初めて指先から音楽が生まれてくる。」

園田高弘 Memorial Series園田高弘 Memorial Series園田高弘 Memorial Series

園田高弘 
2004 年 10 月 7 日逝去

想いを受け継ぐピアニストによる

ベートーヴェン撰集  第１巻
　前　篇　　PM1:30 開場　2:00 開演

大崎　結真 ソナタ　第 3番  Op.2-3 

川井　綾子 ソナタ　「悲愴」  Op.13

平井　千絵 ソナタ　「テレーゼ」  Op78

岡田　将 ソナタ　「熱情」  Op.57

　後　篇　　PM5:30 開場　6:00 開演

大橋　雅子 ソナタ　第 13番  Op.27-1

松本　和将 ソナタ　「テンペスト」  Op.31-2

北村　朋幹 11 の新しいバガテル  Op.119

青柳　晋 ソナタ　第 30番  Op.109

2014 年10月12日（日） JTアートホールアフィニス港区虎ノ門2-2-1 JT ビル２階　☎03-5572-4945

各3000円（全席自由）　連続券　5000円（取扱いはスピカのみ）　
【チケット取扱い】　● 東京文化会館チケットサービス　☎ 03-5685-0650　　
 ● e+ （イーブラス）　http://eplus.jp/
【お問合せ】 スピカ　☎ 03-3978-6548　メール spica@sepia.ocn.ne.jp 【主催】　スピカ



特許庁

虎ノ門ヒルズ

霞ヶ関駅
（A13番出口）

虎ノ門駅
（3番出口）

溜池山王駅
（9番出口） 六本木通り

桜
田
通
り

環状二号線

外堀通り

JTビル2F

Afinis

JT ART HALL

東京メトロ
◇銀座線「虎の門」駅３番出口より徒歩４分
◇南北線「溜池山王」駅９番出口より徒歩５分
◇日比谷線、丸の内線、千代田線「霞が関」駅A13番出口より徒歩7分

JTアートホールアフィニス園田高弘 Memorial Series に寄せて
若き音楽家に演奏の場を提供しようと、園田高弘が始めた「園田高
弘が推薦する“旬のピアニスト”」、その遺志を継いだ「シリーズ
“ピアニスツ”」の両シリーズに登場したピアニストは、それぞれに
ピアノ界の貴重な存在として、国内外で充実した活動を展開してい
ます。
そして、嬉しいことに、その今まさに旬のピアニストたちが1曲づ
つ心を込めて演奏するコンサートが、夫が旅立った10月に毎年、
開催されることとなりました。この新たなステージから、心に残る
音楽そして感動が生まれることと、心より楽しみにしております。

園田春子

大崎 結真 
Yuma Osaki

高校を卒業後、イモラ音楽
院、パリ国立高等音楽院大
学院、パリ・エコール・ノルマ
ル音楽院で研鑽を積む。ロン
=ティボー、A.ルービンシュタ
イン、ジュネーブ、リーズ等、コ
ンクールに多数入賞。
2010年にパリから日本に拠
点を移す。日本ショパン協会
賞を受賞。

川井 綾子 
Ayako Kawai

桐朋学園大学を卒業後、渡
仏。パリ・エコールノルマル音
楽院を首席で卒業。マリア・
カナルス国際コンクール最高
位とローレックス賞、カン
トゥー市国際、エリザベート
王妃国際コンクール入賞な
ど、多数入賞。
現在、フェリス女学院大学、
愛知県立芸術大学講師。 

平井 千絵  
Chie Hirai

桐朋学園大学ピアノ科を卒
業後、ハーグ王立音楽院古
楽科でフォルテピアノの研鑽
を積み、首席で卒業。ブルー
ジュ国際フォルテピアノコン
クール３位、IYAP国際古楽
コンクール優勝。欧州を中心
に演奏活動を展開。2012年
に拠点を日本に移す。現在、
東海大学非常勤講師。

岡田　将  
Masaru Okada

高校在学中に日本音楽コン
クール優勝。高校卒業後、渡
欧。ベルリン芸術大学で研鑽
を積み、ドイツで活動を開
始。日本人初のリスト国際ピ
アノコンクール優勝など、入
賞多数。2007年に帰国。出
光音楽賞、日本ショパン協会
賞などを受賞。
現在、神戸女学院准教授。

前篇　出演者

大橋 雅子 
Masako Ohashi

フェリス女学院大学音楽学
部を首席で卒業。デトモルト
音楽大学にて国家演奏家資
格に最優秀で合格。チューリ
ヒ音楽大学でソリストディプロ
マ取得。パドヴァ市国際コン
クール第１位。現在スイスを
拠点にヨーロッパと日本で演
奏活動を展開している。

松本 和将 
Kazumasa Matsumoto

東京藝術大学1年で日本音
楽コンクールに優勝し、在学
中より活発な演奏活動を開
始する。エリザベート王妃コ
ンクール、ブゾーニ国際コン
クール入賞。現在、クラシック
の枠に留まらない幅広い活
動を展開。岡山県芸術特別
顕彰などを受賞。

北村　朋幹  
Tomoki Kitamura

弱冠14歳で東京音楽コン
クールで第1位ならびに審査
員大賞を受賞。東京藝術大
学在学中の2011年に渡独
し、現在はベルリン芸術大学
で研鑽を積みつつ、ヨーロッ
パ並びに日本で活発な活動
を展開している。

青柳　晋  
Susumu Aoyagi

桐朋学園大学在学中にベル
リン芸術大学に留学。ロン=
ティボー国際音楽コンクール
入賞を契機に、欧米で活動
を開始。ハエン、アルフレード
=ガゼッラ、ポリーノの各国際
コンクールで優勝。日本ショ
パン協会賞を受賞。現在、東
京藝術大学准教授。

後編　出演者
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